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〇化学一般労連の労働時間短縮と時間外労働規

制の取組み 

（１） 労働時間 

完全週休２日、年間所定内労働１，８００時間

を中期的取り組みとしてめざす。 

時間外労働は、１カ月２５時間以内を到達目標

とし、現在の残業協定がこれを上回っている支部

では計画的に削減を図っていくこと。 

年次有給休暇の完全消化をめざし、キャンペー

ン活動などを強化していく。 

（２） 割増賃金  時間外割増率５０％ 

休日出勤割増 ５０％、深夜勤務割増 ５０％以上

をめざしていく。 

〇年間所定内労働時間の実態 

 ２０２０年度の実態調査では、最短１,６７３時

間、最長２,０００時間、平均１,８４０時間。年間

休日数は、最多１３０日、最小１００日、平均１１

９日となっている。 

〇時間外労働に関する指針及び協定・要求基準 

①２０１７年に行った３６協定調査では、化学一般

労連の大多数の組合で３６協定を締結していた。し

かし、上限時間設定に関してはバラバラで、限度基

準ギリギリまでの協定や過労死が起こってもおか

しくない上限時間を設定した特別条項を協定した

支部もあった。こうした背景からも、目指すべき一

定の労働時間の上限基準を設ける必要があると考

える。 

②本来であれば目指すべき目標は「３６協定を締結

しない」ことだが、時間外労働があたりまえとなっ

た現代においては難しい状況である。こうした背景

からも労働者が団結できる上限基準を設け、段階的

に理想に近づけていく取組を目指す。 

〇化学一般労連 36 協定基準（案） 

①延長することができる時間：1日 ２時間以内、 

1 カ月２５時間以内、1年 ２００時間以内 

②労働することができる休日：月回数１回以内、 

労働時間８時間以内 

③特別条項：延長することができる時間 1カ月４５

時間以内、1年３６０時間以内 

〇時間外労働の把握と規制強化について 

 取組みの進んでいる支部では、「労働時間管理は、

会社の責任」を明確にさせた上で、３６協定をオー

バーしそうな組合員がいた場合、事前に「どの部署

でだれが」「どのような内容の仕事」で「何時間程

度超過するのか」それは「一時的、臨時的なものか」

について、会社に報告することを義務付けている。 

協定の当事者である労働組合が了承しない場合、会

社はこの時間外労働はさせることができない。 

このような対応ができる支部は、全体からすれば

２割に満たないと認識している。労働者の大多数を

組織し、職場において日常活動をしっかり展開でき

ていることが必要条件といえる。 

 時間外労働の削減については、８時間労働制の意

義を組合員と共有すること。そして賃金水準の引き

上げに全力をあげること。年齢×1万円の水準を確

保している支部の時間外は少ない。残業がなくなる

と生活ができない。時間外労働規制が労働者の要求

とならない。仕事の改善・効率化などで削減できた

時間外労働手当額は、労働者の賃金に反映させるこ

とについて労使が合意して対応していくが重要。 
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